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講演題目 

医療コミュニケーション能力と薬学的介入能力を醸成する薬剤師外来での実務実習 

研究の目的、成果及び今後の展望 
【目的】令和 4 年度には病院実務実習において実習生に ICT を用いた事前の綿密なシミュレーション

教育を行い、実習生の医療コミュニケーション能力、病態把握力、処方提案力を培う。上記の基本的

な能力を身につけた後、病院実務実習で実際のがん患者等に外来面談と指導を行うことで実習生に実

践的な薬剤師力を修得させる。評価結果は実習生にフィードバックすることで形成的に実習生の薬剤

師外来に関わるパフォーマンスを高めることを目的とする。 
【成果】薬剤師外来に関連して、1)入院前の薬剤師問診、2)外来化学療法センターでの指導、3)外来

内服抗がん薬服用患者に対する指導を実習生に行った。1)入院直前の薬剤師問診では、薬剤師外来に

おいて電子カルテで内服薬の投与歴や患者情報を時系列で収集した上で、術前中止薬の服用状況を患

者から聴き取ることを学んだ。血液凝固阻害薬の中止理由を患者に説明し、中止状況を確認し、担当

医へ報告する手順を学んだ。入院前の譫妄リスク評価は診療報酬上で加算されるが、ベンゾジアゼピ

ン受容体作動薬の服用の有無、服薬状況を聴き取り、医療チームで共有することを学んだ。2)外来化

学療法センターでの指導では、日帰り治療で抗がん薬を投与される患者を対象に投与薬の薬効や有害

事象を説明し、抗がん薬の皮内漏出の徴候や留意点、好中球減少症発症や末梢神経障害など帰宅後の

注意点を指導することを学んだ。3)外来内服抗がん剤服用患者に対する薬剤指導について、院外処方

で抗がん薬服用患者に対して、院内の薬剤師外来において経口抗がん薬の薬効や有害事象を説明し、

患者の懸念点などを収集し、院外薬局と連携することの重要性を学んだ。さらに、院外薬局の薬剤師

と ICT 技術を用いた情報共有ツールとして外来化学療法患者向けの「かけはし」やカルテ情報を共有

する「ふじのくにねっと」を説明し、病院薬剤師と薬局薬剤師が連携することで、院内・院外をシー

ムレスにつなぐケアの重要性を学んだ。以上の実習を通して、患者や医療スタッフとのコミュニケー

ション能力を醸成し、薬学的介入能力を向上させることができた。 
【今後の展望】今後は、ファーマシューティカル・ケア教育の拡充に向け、ICT 技術をさらに活用し

た上で、学内での実務事前実習と病院薬局実務実習をシームレスにつないで教育成果を向上させた

い。 
 


